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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は人間の尊厳と人権との教育的関係を解明することにある。この課題を解明す
るために、わが国と関連の深い東アジアの国々の研究機関（首都師範大学、香港教育学院、国立台湾大学）の研究者た
ちとの共同研究体制を構築した。
３年間にわたって共同研究を行い、研究協力者との議論、シンポジウム、講演会を開催してきた。そこでは共通の基盤
に立って、「いのちの尊厳は人権と不可分離の関係にある」という定義を確認し、これを喫急の教育的責任であるとの
一致をみた。そしてこの研究は今後も永続的に協力しながら追求されねばならないとの認識に至った。研究成果として
報告書（397頁）を作成し、関係者に配布した。

研究成果の概要（英文）：A aim of this study is to analyze the educational relation between human dignity 
and human rihts. In order to illuminate this problem, we could carry out our project in cooperation with 
institutes and researchers in East Asia (Capital Normal Univ. Beijing; The Hong Kong Institute of 
Education.; Life Education Center, National Taiwan Univ.).
We have accomplished valuable workshop for three years, and effective discussions, symposium and 
lectures. Then on common ground we have recognized a definition " Life -dignity can't be seperated from 
human rights" as pressing educational responsibility. The study theme must be run after perpetually, we 
can firmed to go into partnership with the above researchers. A report of production from this study 
(2012-14)was bound up(pp.397) and distributed to some participants.
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１．研究開始当初の背景 
本研究は、日本の教育現場でいのちの尊厳

を毀損する深刻な問題が多発していること
に危機感と教育的責任の根拠を明らかにす
ることが急務であるとの考えから、これまで
研究プロジェクトを立ち上げて研究してき
た（平成１７年度～１８年度、平成１９年度
～２１年度の科学研究費補助金による）こと
を継続的に発展させるものである。 
 
２．研究の目的 
 これまでの研究から明らかになったこと
を踏まえて、グローバル化時代の教育問題と
していのちの尊厳教育が人権教育といかな
る関連性を有しているについて、東アジアの
中国、香港、台湾での上記の研究課題に関す
る教育の実態を調査するために、歴史的文化
的に深い関係にあるそれらの国々の研究者
と研究討議及びシンポジウムを開催するこ
とによって、問題に関する共通理解と共同研
究を推進することを目指した。 
 
３．研究の方法 
 研究分担者（５名）及び連携研究者（３名）
を中心に研究課題に関する専門的領域から
のアプローチを基礎に研究報告会を定期的
に行い（インターネット含）、また中国首都
師範大学、香港教育学院、国立台湾大学の生
命教育研究者との共同研究会において研究
成果を提案しながら各国の問題状況を確認
し、資料を収集することにした。また、国内
においてもいのちの尊厳を学ぶ手がかりと
して、S 小学校、S 高等学校、５大学での読
み聞かせ研究授業とアンケート調査を実施、
研究課題に関する理解度を解明することに
した。 
 
４．研究成果 
(１)「いのちの尊厳」教育に関する理解の仕
方と内容は東アジアの諸地域と比較して、中
国と香港、台湾での基本的スタンスは生命教
育というカテゴリーで取り扱われているこ
とがわかった。それを担っている教科は道徳
と宗教であることも明らかとなり、日本での
扱いとの類似点と相違点が明らかになった。
とくに香港と台湾には生命教育の専門学会
があり、組織的な体制が整備されていると知
られた。この点は日本においても早急に対処
すべき課題であると確認できた。 
（２）「人権教育」に関する教育的対応は香
港が最も真摯に取り組んでいることが知ら
れた。香港では全小学校・中学校の教員向け
の指導書『人権教育』が作成されており、香
港教育学院のサポートを受けて校長クラス
の指導者が積極的に学校への導入を図って
いることもわかり、人権教育を固定した内容
で編成しがちなわが国の内容と比較して、き
わめて広範な取り組みがなされていると確
認できた。 
（３）香港には「全人生命教育学会」があり、

日本での全人教育の一環として生命教育を
位置づけていることがわかった。教育学院を
中心に香港市内の教員を対象にセミナー、講
習会、研修会を定期的に開催しており、生命
教育への活動的役割を研究機関が担ってい
ることも理解できた。日本においても高等教
育機関がより積極的に「いのちの尊厳」教育
に関する講座、研修会を開催する企画があっ
てもよいであろう。 
（４）国際的視野からの研究が不可欠なグロ
ーバル化時代に、空間的には近くても精神的
に遠く感じられる東アジア地域の研究機関
との共同研究の道を開くことはまさに時代
的使命である。歴史的文化的にも関連性の深
い中国、台湾、韓国との共同研究体制の構築
は今後の日本の学問的発展にとって軽視で
きないものである。その意味では本研究にお
いて構築してきた首都師範大学の児童生
命・道徳教育センター及び国立台湾大学の生
命教育研発育成センターとの研究協力体制
は今後の研究発展にとって大きな意義をも
つものである。 
（５）「いのちの尊厳」教育の具体的な展開
方法として小学校、高等学校、大学で実施し
た絵本（『きみのかわりはどこにもいない』
いのちのことば社、徳永大訳）の読み聞かせ
と討論という研究授業では、日本人の児童生
徒及び大学生のいのち観と共生社会のあり
方についての考察を可能にすることが理解
できた。つまり、いのちの尊厳、人権尊重の
意識を育成するための教育方法として絵本
の持つ有効性について、多様な発達段階を考
慮しても大きな成果があると知られた。道徳
の教科化が目指されている今日、絵本の取り
込み方にも意義を見いだす契機となったこ
とは確かである。 
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